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政策の窓

飼料穀物等では顕在化しつつあり、「重要な
リスク」と評価しました。また、小麦、大豆、
なたねでは、価格高騰の起こりやすさは中程
度ですが、その影響度が大きく、「重要なリ
スク」と評価しました。

国内生産面においては、労働力・後継者不
足のリスクが、特に労働集約的な果実、野菜、
畜産物等の品目を中心にその起こりやすさが
高まっているか、顕在化しており、「重要な
リスク」と評価しました。また、関係人材・
施設の減少リスクが多くの品目で顕在化しつ
つあり、「注意すべきリスク」と評価しました。

輸入依存度の高い生産資材のうち、燃油の
価格高騰等のリスクについては、その起こり
やすさが高まっており、燃油費の割合が高い
野菜、水産物等の品目では「重要なリスク」
と評価しました。肥料の価格高騰等のリスク
については、肥料は農産物の生産に必須でそ
の影響度は大きく、ほとんどの品目で「重要
なリスク」と評価しました。

温暖化や高温化のリスクについては、ほと
んどの品目で顕在化しつつあり、「注意すべ
きリスク」等と評価しました。

家畜伝染病のリスクについては、水際対策 

の強化を図っているものの、口蹄疫やアフリ
カ豚熱が近隣諸国で継続的に発生しており、
その起こりやすさが高まっていることに加え、
発生した場合の影響度が大きいため、「重要
なリスク」と評価しました。
※ リスク検証の結果については、以下の農林

水産省 web サイトで公表しています。
http://www.maff.go.jp/j/zyukyu/anpo/
risk_2022.html

５．　食料安全保障の強化に向けて�

このように、世界的な食料情勢の変化に伴
う食料安全保障上のリスクの高まりや、気候
変動、海外の市場の拡大等により、我が国農
業をとりまく情勢が大きく変化しています。

このため、全ての農政の根幹である食料・
農業・農村基本法について、総合的な検証を
行い、見直しを進めていきます。

先般、食料・農業・農村政策審議会に対し、
食料・農業・農村に係る基本的政策の検証等
について諮問をしたところです。同審議会に
基本法検証部会を設けて、テーマ毎に有識者
からヒアリングを行っていく予定です。

（参考３：「我が国の供給カロリーの国別構成（試算）：令和２年度」）




